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問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

白
河
市
小
田
川
財
産
区
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　（
第
10
号
）

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
の
審
査
経
過
と
結
果
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

◆
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

備
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合
と

衛
生
処
理
一
部
事
務
組
合
、
水
道

用
水
供
給
企
業
団
の
統
合
に
当
た

り
、
構
成
市
町
村
に
関
係
議
決
事

件
に
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
審

議
時
の
構
成
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合
の

議
案
と
し
て
出
す
の
で
、
廃
棄
物

処
理
事
務
及
び
水
道
用
水
供
給
事

務
を
共
同
し
な
い
構
成
町
村
選
出

議
員
も
審
議
か
ら
加
わ
る
。

　

議
決
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
の

構
成
市
町
村
選
出
議
員
が
加
わ
る

が
、
地
方
自
治
法
第
287
条
の
２
に

よ
り
規
約
第
９
条
、
議
決
方
法
の

特
例
を
規
定
し
、
廃
棄
物
処
理
事

務
及
び
水
道
用
水
供
給
事
務
に
お

い
て
は
、
関
係
市
町
村
の
議
員
過

半
数
の
賛
成
を
要
し
、
か
つ
出
席

議
員
の
過
半
数
で
議
決
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
　
組
合
経
費
の
負
担
割
合
の
変

更
理
由
に
つ
い
て
　
　
　
　
　

　
　

今
ま
で
の
負
担
割
合
は
、
白

河
市
は
旧
３
村
を
含
ん
だ
負
担
割

合
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
１

市
と
し
、
９
市
町
村
で
均
等
割
を

試
算
し
た
結
果
、
均
等
割
を
現
行

の
30
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
た
ま
ま
９

市
町
村
に
変
更
し
た
場
合
、
負
担

金
合
計
で
白
河
市
は
１
０
０
０
万

円
以
上
の
負
担
減
と
な
る
が
、
他

町
村
は
百
数
十
万
円
程
度
の
負
担

増
と
な
る
。

　

均
等
割
を
20
パ
ー
セ
ン
ト
と
す

る
こ
と
で
、
白
河
市
負
担
減
を
500

万
円
台
程
度
と
し
、
そ
の
分
が
人

口
の
少
な
い
町
村
の
負
担
増
の
抑

制
と
な
る
と
見
積
も
ら
れ
、
急
激

な
負
担
変
化
の
緩
和
を
図
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

　
　
鉄
塔
敷
地
、
送
電
線
下
の
補

償
料
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　

　
　

補
償
は
施
設
の
存
続
期
間
中

で
、
面
積
は
鉄
塔
敷
地
が
１
２
９

６
・
11
平
方
メ
ー
ト
ル
、線
下
地

が
１
万
７
０
６
９
・
58
平
方
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。

　

補
償
料
は
、
鉄
塔
敷
地
で
買
収

単
価
の
90
パ
ー
セ
ン
ト
、
線
下
は

買
収
単
価
の
26
パ
ー
セ
ン
ト
で
算

定
し
て
い
る
。

●
総
務
部
関
係

　
　
普
通
交
付
税
算
定
に
お
け
る

合
併
算
定
替
の
終
期
に
向
け
た
財

政
運
営
上
の
考
え
方
に
つ
い
て　

　
　

合
併
算
定
替
の
特
例
を
受
け

ら
れ
る
の
は
合
併
後
10
年
間
で
、

28
年
度
か
ら
は
激
変
緩
和
に
よ
り

５
カ
年
で
段
階
的
に
減
少
し
、
33

年
度
以
降
は
、
年
間
20
億
円
程
度

の
減
収
見
込
み
と
な
る
。
財
政
健

全
化
計
画
等
に
よ
り
公
債
費
を
減

ら
し
将
来
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て

お
り
、
実
質
公
債
費
比
率
が
３
カ

年
平
均
で
18
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に

改
善
し
た
が
、
さ
ら
に
健
全
化
を

進
め
る
。
ま
た
、
財
政
調
整
基
金

を
ふ
や
す
と
と
も
に
行
財
政
改
革

に
取
り
組
み
、
経
常
経
費
を
抑
制

し
、
最
少
経
費
で
最
大
効
果
を
目

指
し
て
、
進
行
管
理
に
よ
り
対
応

し
て
い
く
。

　
　
地
方
分
権
や
災
害
等
に
よ
る

職
員
の
業
務
量
の
増
加
に
伴
う
負

担
増
と
休
職
等
に
つ
い
て

　
　

職
員
の
病
休
の
原
因
が
ス
ト

レ
ス
で
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
お

り
、
配
置
を
考
慮
し
た
適
切
な
人

事
異
動
、
悩
み
相
談
を
行
う
な
ど

に
よ
り
配
慮
し
て
い
る
。
採
用
も

災
害
な
ど
の
行
政
需
要
が
あ
れ
ば

技
術
職
関
係
は
中
途
採
用
、
追
加

募
集
を
す
る
等
弾
力
的
に
行
っ
て

い
る
。
地
方
分
権
で
相
当
の
権
限

移
譲
が
あ
る
中
、
職
員
の
資
質
向

上
、
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。

▼
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
承
認
ま
た
は
可

決
し
ま
し
た
。

総 務 常 任 委 員 会総 務 常 任 委 員 会

市長公室、総務部、会計課の分掌に属する事項。選
挙管理委員会及び監査委員会の所管に属する事項。
他の常任委員会の所管に属しない事項。

　　　　大竹　功一　飯村　守　須藤 博之

藤田　久男 ◎菅原　修一 ○十文字博幸 吾妻　一郎

　　　　　　　　　　　　（◎委員長　○副委員長）

謹賀新年

白河地方広域市町村圏整備組合

西白河地方衛生処理一部事務組合

白河地方水道用水供給企業団
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答

答答

答

問

問問

問

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

　

市
民
産
業
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
の
内
容
と
審
査
状
況

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

◆
西
白
河
地
方
衛
生
処
理
一
部

事
務
組
合
の
解
散
に
つ
い
て

　

組
織
及
び
事
務
の
効
率
化
並
び

に
職
員
の
資
質
向
上
並
び
に
人
事

交
流
の
促
進
を
図
り
、
複
合
的
に

広
域
行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
平

成
24
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
当
該

組
合
を
解
散
し
、
白
河
地
方
広
域

市
町
村
圏
整
備
組
合
に
編
入
統
合

す
る
も
の
で
す
。

◆
西
白
河
地
方
衛
生
処
理
一
部

事
務
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産

処
分
に
つ
い
て

　

西
白
河
地
方
衛
生
処
理
一
部
事

務
組
合
が
解
散
し
、
平
成
24
年
４

月
１
日
か
ら
白
河
地
方
広
域
市
町

村
圏
整
備
組
合
に
編
入
統
合
す
る

こ
と
か
ら
、
当
該
組
合
の
す
べ
て

の
財
産
を
編
入
統
合
先
組
合
に
帰

属
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

当
委
員
会
に
係
る
主
な
歳
出
補

正
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
農
地
等
安
心
確
保
対
策　

実
証

事
業
業
務
委
託
料
510
万
１
０
０
０

円
。

　

農
作
物
に
対
す
る
放
射
能
汚
染

の
風
評
被
害
を
払
拭
す
る
た
め
、

生
産
基
盤
と
な
る
土
壌
の
放
射
線

量
低
減
対
策
に
農
家
自
ら
が
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
営
農

指
導
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

た
め
の
実
証
事
業
を
委
託
し
ま
す
。

○
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
推

進
事
業
49
万
７
０
０
０
円
。

　

本
市
の
特
性
を
生
か
し
た
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
導
入
の
可

能
性
を
研
究
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
を
念
頭
に
置
い
た
発
電

施
設
立
地
・
誘
致
の
方
策
や
効
率

的
な
利
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

○
小
峰
城
城
郭
復
元
基
金
積
立
金

９
３
０
０
万
円
。

　

大
震
災
及
び
原
発
事
故
へ
の
対

応
の
た
め
市
民
を
初
め
全
国
の
方

々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
が
ん
ば
ろ

う
白
河
寄
附
金
」
を
、
寄
附
の
趣

意
に
基
づ
き
各
種
災
害
対
策
事
業

の
財
源
と
し
て
活
用
し
た
た
め
、

寄
附
金
相
当
額
を
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
「
小
峰

城
」
の
復
元
・
整
備
資
金
と
し
て

当
該
基
金
に
積
み
立
て
て
活
用
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
総
ぐ
る

み
の
復
興
を
目
指
し
ま
す
。

○
消
防
補
償
等
特
別
会
計
負
担
金

２
９
５
０
万
４
０
０
０
円
。

　

大
震
災
に
よ
り
死
亡
・
行
方
不

明
と
な
っ
た
消
防
団
員
に
公
務
災

市 民 産 業 常 任 委 員 会市 民 産 業 常 任 委 員 会

害
補
償
を
行
う
た
め
、
福
島
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
に
対
し
特
別

掛
金
を
納
付
し
ま
す
。

○
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
特
別
会
計
負

担
金
３
１
４
５
万
６
０
０
０
円
。

　

災
害
時
に
一
身
の
危
険
を
顧
み

ず
職
務
を
遂
行
し
、
死
亡
・
行
方

不
明
と
な
っ
た
消
防
団
員
に
賞
じ

ゅ
つ
金
を
支
給
す
る
た
め
、
福
島

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
に
対
し

負
担
金
を
納
付
し
ま
す
。

○
地
域
防
災
計
画
策
定
業
務
委
託

料
180
万
円
。

　

大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、
安

全
・
安
心
を
確
立
す
る
た
め
、
行

政
と
市
民
の
協
働
に
よ
り
当
該
計

画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

●
産
業
部
関
係

　
　
送
電
線
鉄
塔
敷
貸
付
料
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

工
業
の
森
・
新
白
河
Ｃ
工
区

内
に
立
地
し
た
ヤ
フ
ー
株
式
会
社

白
河
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
電
力
需

要
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
東

北
電
力
が
特
別
高
圧
線
を
配
線
す

る
こ
と
に
伴
う
工
事
関
連
で
、
平

成
23
年
６
月
か
ら
12
月
ま
で
の
７

ヶ
月
間
の
賃
貸
料
で
あ
り
、
平
成

24
年
１
月
以
降
は
鉄
塔
敷
地
に
つ

い
て
は
譲
渡
し
、
送
電
線
線
下
部

分
は
地
役
権
設
定
契
約
を
締
結
す

る
。

　
　
農
地
・
農
作
物
の
安
心
確
保

対
策
実
証
事
業
に
つ
い
て
　
　
　

　
　

放
射
能
汚
染
の
風
評
被
害
を

払
拭
し
、
よ
り
安
全
安
心
な
農
作

物
で
あ
る
こ
と
を
消
費
者
に
発
信

す
る
た
め
、
当
地
域
に
合
っ
た
土

壌
改
良
や
反
転
耕
起
な
ど
を
実
証

実
験
す
る
こ
と
に
よ
り
効
果
的
な

農
地
除
染
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す

る
。
実
証
圃
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

比
較
的
空
間
線
量
の
高
い
地
域
や

農
地
の
土
壌
調
査
等
を
考
慮
し
決

定
し
た
い
。

　
　
小
峰
城
城
郭
復
元
基
金
積
立

金
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
「
が
ん
ば
ろ
う
白
河
寄
附
金
」

を
財
源
と
し
て
、
本
市
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
小
峰
城
の
復
元
・
整
備

を
す
る
資
金
と
し
て
積
み
立
て
る
。

積
立
金
の
内
訳
は
、
３
月
28
日
か

ら
10
月
31
日
ま
で
に
い
た
だ
い
た

個
人
か
ら
の
91
件
・
580
万
円
、
法

人
団
体
か
ら
の
150
件
・
８
７
２
０

万
円
の
計
241
件
・
９
３
０
０
万
円

の
寄
附
金
で
あ
る
。

●
市
民
生
活
部
関
係

　
　
消
防
団
運
営
事
業
の
消
防
賞

じ
ゅ
つ
金
特
別
会
計
負
担
金
の
支

出
は
単
年
度
か
、
継
続
し
て
か
。

　
　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
今
年

度
限
り
の
負
担
金
で
あ
る
。

▼
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
承
認
ま
た
は
可

決
し
ま
し
た
。市民生活部、産業部の分掌に属する事項。農業委員

会の所管に属する事項。

縄田　角郎　深谷　政男　筒井　孝充　石名　国光

高橋　光雄　　  ◎藤田　文夫  　　  ○佐久間　進

　　　　　　　　　　　　（◎委員長　○副委員長）

謹賀新年
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答答 問問

答答答 問問問

答 問

答 問

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　

補
正
予
算
（
第
３
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計　
　

　
　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

放課後児童クラブ（第２児童館）

　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
の
内
容
と
審
査
状
況

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

◆
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本

部
等
に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え

て
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
見
直

す
ま
で
の
間
に
お
い
て
障
害
者

等
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

　

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
障
害
者

自
立
支
援
法
及
び
児
童
福
祉
法
を

引
用
し
て
い
る
条
項
の
整
理
を
図

る
な
ど
、
関
係
条
例
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　

歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
108
万
９

０
０
０
円
の
増
額
と
な
り
、
歳
入

歳
出
予
算
総
額
は
、
67
億
７
３
９

１
万
３
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

退
職
被
保
険
者
等
療
養
費
の

増
額
補
正
に
つ
い
て

　
　

療
養
費
に
つ
い
て
は
、
平
成

23
年
度
上
半
期
に
お
い
て
前
年
よ

り
も
増
加
し
て
お
り
、
今
後
の
歳

出
を
見
込
み
計
上
し
ま
し
た
。

　　

歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
１
億
２

２
０
２
万
５
０
０
０
円
の
増
額
と

な
り
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
41

億
４
９
８
０
万
８
０
０
０
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
　

介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
残

高
に
つ
い
て

　
　

平
成
23
年
度
末
の
基
金
残
高

は
755
万
８
０
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。

●
保
健
福
祉
部

　
　

地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り

助
成
事
業
と
磁
気
ル
ー
プ
の
購
入

台
数
と
そ
の
単
価
に
つ
い
て

　
　

福
島
県
小
規
模
介
護
施
設
等

緊
急
整
備
等
臨
時
特
例
基
金
を
活

用
し
て
、
地
域
で
の
高
齢
者
等
の

見
守
り
活
動
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
を
行
う
事
業
で
、
高
齢
者
の

台
帳
整
備
や
磁
気
ル
ー
プ
の
購
入

等
を
行
い
ま
す
。
磁
気
ル
ー
プ
１

セ
ッ
ト
約
38
万
円
を
３
セ
ッ
ト
購

入
し
ま
す
。

　
　

放
射
線
測
定
器
の
個
人
貸
し

出
し
に
つ
い
て

　
　

30
台
購
入
し
、
妊
婦
を
対
象

に
最
長
１
ヶ
月
間
、
貸
し
出
し
ま

す
。

●
教
育
委
員
会

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け

入
れ
学
年
に
つ
い
て

　
　

国
の
基
本
的
な
考
え
方
と
同

様
に
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年

生
ま
で
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
対
象
年
齢
の
拡

大
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
市
に
お

い
て
も
、
試
行
的
に
小
学
校
４
年

生
ま
で
の
拡
大
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
試
行
結
果
に
よ
り
諸
問
題
点

等
を
さ
ら
に
検
討
し
ま
す
。

　
　

幼
稚
園
の
暖
房
機
改
修
工
事

に
つ
い
て

　
　

設
置
さ
れ
て
い
る
暖
房
機
は

更
新
時
期
に
近
づ
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
安
全
に
使
用
で
き
る
た
め
、

震
災
に
よ
り
緊
急
に
整
備
を
必
要

と
す
る
事
業
の
財
源
と
す
る
た
め
、

減
額
す
る
も
の
で
す
。

　
　

陸
上
競
技
場
へ
の
写
真
判
定

装
置
の
導
入
に
つ
い
て

　
　

写
真
判
定
装
置
が
な
い
場
合
、

公
認
記
録
と
な
ら
な
い
た
め
、
県

内
の
全
て
の
第
３
種
公
認
陸
上
競

技
場
で
は
写
真
判
定
装
置
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
陸
上
競

技
場
に
も
導
入
す
る
こ
と
で
、
県

大
会
の
招
致
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

▼
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

教 育 福 祉 常 任 委 員 会教 育 福 祉 常 任 委 員 会

＊磁気ループとは
補聴器に直接音声を送り込む
ための機材です。補聴器は音
を全体的に大きくする機材な
ので、周囲の雑音により音声
の聞き取りが難しい場合があ
りますが、磁気ループは磁気
を受信し、音声信号に変える
ことで雑音の少ないクリアな
音声を聴くことができるもの
です。

磁気ループイメージ図

保健福祉部の分掌に属する事項。教育委員会の所管
に属する事項。

戸倉 耕一　　深谷  弘　　緑川 摂生

玉川 里子　 ◎佐川 京子 　○室井 伸一

　　　　　　　（◎委員長　○副委員長）

謹賀新年
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答 問

答 問

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
（
第
３
号
）

個
別
排
水
処
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

建設部、水道部の分掌に属する事項。

大花  務　    穂積 栄治     水野谷 正則

北野 唯道　　◎柴原 　夫 　　◎深谷 博歩

　　　（◎委員長　○副委員長）

謹賀新年

　

建
設
水
道
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
の
内
容
と
審
査
状
況

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

◆
白
河
市
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関

す
る
政
令
の
施
行
に
伴
い
、
引
用

条
項
の
整
理
を
図
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

◆
市
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止

に
つ
い
て

　

国
道
４
号
と
市
道
道
場
小
路
金

勝
寺
線
が
立
体
交
差
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
周
辺
道
路
の
道
路
形

態
が
変
更
と
な
っ
た
た
め
金
勝
寺

７
号
線
を
新
た
に
市
道
と
し
て
認

定
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
金
勝
寺
長
坂
線
に
つ
い

て
は
、
国
道
４
号
の
４
車
線
化
に

よ
り
中
央
分
離
帯
が
で
き
、
市
内

へ
の
通
り
抜
け
が
で
き
な
く
な
っ

た
め
、
従
来
の
路
線
を
廃
止
し
、

起
点
を
国
道
４
号
か
ら
市
道
道
場

小
路
金
勝
寺
線
側
に
変
更
し
、
新

た
に
市
道
と
し
て
認
定
す
る
も
の

で
す
。

　

歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
820
万
円

増
額
と
な
り
、
歳
入
歳
出
予
算
総

額
29
億
５
８
３
１
万
１
０
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
公
共
下
水
道
受

益
者
負
担
金
一
括
納
付
奨
励
金
の

経
費
、
消
費
税
確
定
に
よ
る
増
額

で
す
。

　
　
公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金

一
括
納
付
奨
励
金
及
び
そ
の
内
訳

に
つ
い
て

　
　

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金

は
、
下
水
道
使
用
区
域
の
宅
地
等

に
対
し
て
、
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
350
円
で
賦
課
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
括
納
付
奨
励
金
は
５
年
分
全
納

の
場
合
は
19
％
、
１
年
分
を
全
納

し
た
場
合
は
４
％
が
割
り
引
か
れ

ま
す
。
平
成
23
年
度
は
、
440
件
の

う
ち
５
年
全
納
が
45
件
、
１
年
全

納
が
218
件
で
す
。

　

歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
495
万
５

０
０
０
円
増
額
と
な
り
、
歳
入
歳

出
予
算
総
額
は
21
億
３
８
３
６
万

１
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
東
地
域
の
あ
ぶ

く
ま
処
理
区
に
お
け
る
下
水
道
管

渠
災
害
復
旧
工
事
に
伴
う
、
延
長

120
メ
ー
ト
ル
分
の
水
道
管
の
移
設

補
償
費
で
す
。

　

歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
５
万
４

０
０
０
円
増
額
と
な
り
、
歳
入
歳

出
予
算
総
額
は
６
２
６
８
万
４
０

０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
職
員
分
の
時
間

外
勤
務
手
当
で
す
。

　

歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
２
３
５

０
万
円
増
額
と
な
り
、
歳
入
歳
出

予
算
総
額
は
４
億
７
９
５
８
万
４

０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
農
業
集
落
排
水
事

業
の
災
害
復
旧
工
事
に
伴
う
水
道

管
移
設
に
つ
い
て
、
下
水
道
課
か

ら
の
受
託
工
事
の
経
費
で
す
。

①
業
務
予
定
量
の
補
正

主
な
建
設
事
業
の
概
要
の
改
良
費

を
３
億
６
４
７
７
万
３
０
０
０
円

に
改
め
る
も
の
で
す
。

②
資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
補
正

収
入
に
つ
い
て
は
、
工
事
負
担
金

２
７
２
０
万
円
を
増
額
補
正
し
、

そ
の
総
額
と
し
て
資
本
的
収
入
１

億
１
８
０
０
万
７
０
０
０
円
を
予

定
す
る
も
の
で
す
。

　

支
出
に
つ
い
て
は
、
建
設
改
良

費
３
６
０
０
万
円
を
増
額
補
正
し
、

そ
の
総
額
と
し
て
資
本
的
支
出
６

億
637
万
８
０
０
０
円
を
予
定
す
る

も
の
で
す
。

　

土
木
費
に
お
い
て
、
歳
出
補
正

総
額
は
、
２
億
２
６
１
１
万
９
０

０
０
円
増
額
と
な
り
、
歳
出
予
算

総
額
は
34
億
８
８
０
４
万
６
０
０

０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
市
道
関
連
宅
地

施
設
災
害
復
旧
支
援
事
業
及
び
被

災
住
宅
応
急
修
理
事
業
の
経
費
な

ど
で
す
。

　
　
市
道
関
連
宅
地
施
設
災
害
復

旧
支
援
補
助
金
に
つ
い
て

　
　

こ
れ
ま
で
47
件
の
交
付
決
定

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
申
請
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
補
正
予
算
に

て
83
件
、
２
６
０
０
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

▼
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

建 設 水 道 常 任 委 員 会建 設 水 道 常 任 委 員 会

道場小路金勝寺線


